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代表質問（要旨）

　

二
月
二
十
七
日
の
本
会
議
で
、
県
の
予
算
を
総
合
的
に
検
討
し
、
予
算

審
査
の
一
体
性
を
確
保
す
る
た
め
に
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

委
員
の
構
成
は
二
十
二
名
で
、
次
の
通
り
で
す
。

予
算
特
別
委
員
会
の
新
人
事

委
員
長　
　

常
井　
　

洋
治

副
委
員
長　
　

鈴
木　
　
　

将

委　
　

員　
　

西
條　
　

昌
良

　

 

〃　

  　
　

細
谷　
　

典
幸

　

 

〃　

  　
　

戸
井
田　

和
之

　

 

〃　

  　
　

舘　
　
　

静
馬

　

 

〃　

  　
　

萩
原　
　
　

勇

　

 

〃　

  　
　

島
田　
　

幸
三 

　

 

〃　

  　
　

加
藤　
　

明
良

　

 

〃　

  　
　

星
田　
　

弘
司

　

 

〃　

  　
　

岡
田　
　

拓
也

委　
　

員　
　

磯
崎　
　

達
也

　

 

〃　

  　
　

金
子　
　

晃
久

　

 

〃　

  　
　

山
野
井　
　

浩

　

 

〃　

  　
　

設
楽　

詠
美
子

　

 

〃　

  　
　

二
川　
　

英
俊

　

 

〃　

  　
　

臼
井　

平
八
郎

　

 

〃　

  　
　

八
島　
　

功
男

　

 

〃　

  　
　

村
田　
　

康
成

　

 

〃　

  　
　

江
尻　
　

加
那

　

 

〃　

  　
　

本
澤　
　
　

徹

　

 

〃　

  　
　

豊
田　
　
　

茂

 

県
北
振
興

議
員　

県
北
振
興
に
特
効
薬
は
な
く
、

「
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
」
を
絶
ち
切
る

た
め
に
は
、
県
総
合
計
画
に
基
づ
き
、

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
取
り
組
み

を
着
実
に
進
め
て
い
く
し
か
な
い
と

考
え
る
。
今
後
、
ど
の
よ
う
に
県
北

振
興
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

県
北
地
域
が
有
す
る
多
様
な

地
域
資
源
を
生
か
し
、
前
例
に
と
ら

わ
れ
ず
新
し
い
発
想
で
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
取
り
組
み
を
全
庁
一
丸
と

な
っ
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

こ
の
た
め
「
県
北
振
興
チ
ャ
レ
ン
ジ

プ
ラ
ン
」
の
各
種
施
策
を
着
実
に
推

進
し
、
活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
県
北

地
域
づ
く
り
に
向
け
、
私
が
先
頭
に

立
っ
て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

今
年
十
月
か
ら
予
定
さ
れ
て

い
る
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に

よ
り
、
保
育
需
要
が
高
ま
り
、
待
機

児
童
問
題
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
。

今
後
、
待
機
児
童
対
策
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

市
町
村
と
の
連
携
を
密
に
し
、

今
後
の
保
育
需
要
の
動
向
を
的
確
に

把
握
し
、
適
切
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
努
め
て
い
く
。
こ
の
た
め
、

県
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
多
様
な
保

育
環
境
の
整
備
や
、
総
合
的
な
保
育

人
材
の
確
保
を
推
進
す
る
な
ど
の
施

策
を
効
果
的
に
実
施
し
、
待
機
児
童

の
速
や
か
な
解
消
を
図
っ
て
い
く
。

議
員　

民
間
企
業
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
向
け
て
、

今
後
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

働
き
方
改
革
に
関
す
る
民
間

企
業
の
主
体
的
な
取
り
組
み
へ
の
支

援
や
普
及
啓
発
の
ほ
か
、
改
革
に
取

り
組
む
企
業
が
人
材
を
獲
得
し
や
す

い
環
境
を
整
備
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、

誰
も
が
や
り
が
い
や
充
実
感
を
感
じ

な
が
ら
働
き
、
健
康
で
豊
か
な
生
活

が
で
き
る
「
新
し
い
豊
か
さ
」
の
実

現
に
つ
な
げ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
国
お
よ
び
県
の
当
初
予

算
、
中
小
企
業
の
人
手
不
足
へ
の
支

援
な
ど
も
質
問
）

議
員　

四
月
の
改
正
出
入
国
管
理
法

施
行
を
見
据
え
、
外
国
人
に
茨
城
を

選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
処
遇
や
生
活

環
境
、
相
談
体
制
の
充
実
な
ど
受
け

入
れ
体
制
づ
く
り
に
県
全
体
で
支
援

す
べ
き
で
あ
る
。
県
は
「（
仮
称
）

外
国
人
材
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置

予
定
だ
が
、
そ
の
体
制
と
支
援
策
は
。

知
事　

セ
ン
タ
ー
に
外
国
人
材
の
就

労
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
配
置
し
、

外
国
人
材
の
発
掘
か
ら
県
内
企
業
と

の
就
職
マ
ッ
チ
ン
グ
、
そ
の
後
の
相

談
対
応
ま
で
を
一
貫
し
て
行
う
体
制

を
整
備
す
る
。
ま
た
、
外
国
人
に
対

す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ

を
行
い
、
働
く
場
と
し
て
の
本
県
の

魅
力
を
発
信
す
る
な
ど
、
選
ば
れ
る

茨
城
県
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

議
員　

農
業
分
野
へ
の
外
国
人
労
働

者
受
け
入
れ
が
始
ま
る
が
、
そ
の
雇

用
形
態
と
県
の
対
応
・
支
援
策
は
。

知
事　

直
接
雇
用
が
原
則
だ
が
、
労

働
者
派
遣
に
よ
る
受
け
入
れ
も
可
能
。

適
正
な
受
け
入
れ
環
境
が
確
保
さ
れ

る
よ
う
、
Ｊ
Ａ
な
ど
と
受
け
入
れ
推

進
の
た
め
の
体
制
を
整
備
し
、
関
係

事
業
者
に
対
し
指
導
助
言
を
行
う
な

ど
、
適
正
な
受
け
入
れ
へ
の
環
境
整

備
を
し
っ
か
り
と
進
め
て
い
く
。

議
員　

人
口
減
少
に
よ
り
地
域
の
活

力
が
失
わ
れ
る
中
、
外
国
籍
の
子
ど

も
た
ち
は
地
域
の
大
切
な
宝
だ
が
、

母
国
語
も
日
本
語
レ
ベ
ル
も
多
様
な

た
め
、
教
育
や
学
校
の
役
割
は
非
常

に
重
要
で
あ
る
。
学
校
現
場
で
の
支

援
と
今
後
の
支
援
体
制
強
化
策
は
。

教
育
長　

日
本
語
指
導
教
員
を
配
置

し
、
一
人
一
人
に
寄
り
添
っ
た
支
援

充
実
に
努
め
て
い
る
。
二
〇
一
九
年

度
か
ら
各
学
校
に
通
訳
・
翻
訳
サ

ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
や
日
本
語
指
導
の

専
門
家
を
派
遣
す
る
ほ
か
、
進
学
ガ

イ
ダ
ン
ス
開
催
や
無
料
翻
訳
ア
プ
リ

の
活
用
な
ど
支
援
体
制
の
強
化
を
図

る
。

（
ほ
か
に
、
Ａ
Ｉ
の
積
極
的
な
利
活

用
に
向
け
た
県
の
取
り
組
み
、
災
害

に
強
い
県
土
づ
く
り
な
ど
も
質
問
）

議
員　

重
複
要
請
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
防
災
ヘ
リ
の
活
用
と
と
も
に
、

栃
木
県
や
福
島
県
と
の
広
域
連
携
エ

リ
ア
の
拡
大
や
埼
玉
県
と
の
連
携
を

進
め
、
運
航
体
制
を
充
実
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

知
事　

今
年
七
月
か
ら
開
始
す
る
防

災
ヘ
リ
の
補
完
的
運
航
の
実
施
に
向

け
て
、
万
全
な
体
制
で
運
航
で
き
る

よ
う
に
進
め
て
い
く
。
他
県
と
の
広

域
連
携
範
囲
の
拡
大
は
、
重
複
要
請

の
削
減
な
ど
具
体
的
な
効
果
を
検
証

し
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
く
。

議
員　

本
県
は
全
国
比
で
若
者
の
自

殺
率
が
高
い
。
い
じ
め
や
自
殺
の
小

さ
な
シ
グ
ナ
ル
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
上

で
有
効
な
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
相
談
受
け

付
け
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

知
事　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、
相
談
の
敷
居
を

低
く
す
る
有
効
な
手
段
の
一
つ
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
一
九
年
度
か

ら
、
教
育
庁
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
相
談

窓
口
を
開
設
し
、
実
証
研
究
を
始
め

る
。
ま
た
、
既
に
実
施
し
て
い
る
国

や
他
の
自
治
体
の
実
績
や
改
善
点
な

ど
を
把
握
し
、
効
果
的
な
い
じ
め
・

自
殺
防
止
の
相
談
体
制
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。

議
員　

経
済
的
な
負
担
を
気
に
す
る

こ
と
な
く
、
必
要
な
医
療
を
早
期
か

つ
適
切
に
受
け
ら
れ
る
環
境
を
つ
く

る
こ
と
が
、茨
城
の
将
来
を
担
う「
人

財
」
の
育
成
に
つ
な
が
る
。
小
児
医

療
費
助
成
制
度
は
、
十
八
歳
の
外
来

ま
で
拡
充
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
所
見
は
。

知
事　

小
学
六
年
生
ま
で
と
し
て
い

る
外
来
治
療
の
対
象
を
、
十
八
歳
ま

で
拡
充
す
る
こ
と
は
、
ま
ず
は
昨
年

十
月
に
高
校
三
年
生
ま
で
拡
充
し
た

入
院
治
療
の
医
療
費
助
成
の
効
果
を

見
極
め
る
。
そ
の
上
で
、
財
政
見
通

し
や
他
県
の
動
向
な
ど
を
踏
ま
え
、

慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
児
童
虐
待
に
対
す
る
学

校
の
対
応
、
不
妊
治
療
の
支
援
策
な

ど
も
質
問
）

齋藤　英彰 議員
県民フォーラム
日 立 市 選 出  

一括方式

高崎　　進 議員
公 　 明 　 党
水戸市・城里町選出 

一括方式

飯田　智男 議員
自民県政クラブ
常総市・八千代町選出 

一括方式

改
正
出
入
国
管
理
法
※
を

見
据
え
た
支
援
体
制

農
業
分
野
に
お
け
る

外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ

教
育
現
場
に
お
け
る

外
国
籍
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
体
制
の
充
実

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
い
じ
め
・
自
殺

防
止
の
相
談
体
制
の
取
り
組
み

待
機
児
童
対
策

民
間
企
業
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の

推
進
に
向
け
た
取
り
組
み

小
児
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充

ことば ※【改正出入国管理法】…新たな在留資格を創設し、外国人労働者の受け入れを拡大する法改正。国は人手不足が深刻な14分野で2019年4月から５年間、約34万人の外国人労働者受
け入れを計画している。

さらなる待機児童対策を

ドクターヘリを補完する防災ヘリの訓練の様子

農作業実習を行う技能実習生




